















































































学　　　科 受験者数 平均点（L） 平均点（R） 総合平均点
経営情報実務 41名 53．1点 50．6点 103．8点
現代文化 ！2名 50．3点 48．0点 98．3点
全　体 53名 52．5点 50．0点 102．6点
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表2　第2回TO醗C　Bridgeテスト結果（平成16年1月に実施）
学　　　科 受験者数 平均点（L） 平均点（R） 総合平均点
経営情報実務 41名 54．0点 50．4点 104．4点
現代文化 13名 5L3点 48．1点 99．5点
全　体 54名 53．4点 49．8点 103．3点
　第1回目と第2回目を比較してみると，リスニングセクションでは成績が上がり，リーディン
グセクションでは僅かに下がっていることが分かる。学科別に見ると，経営情報実務学科におい
ては0．6点，現代文化学科においては1．2点，全体では0．7点の総合平均点の上昇にとどまった。
全体のアップ率は約1％であり，昨年には及ばない結果となった。昨年同様，クラスに応じてそ
れぞれの英語担当教員が必要な文法・語法を基礎から教え込み，リスニングテープを聞かせ，マ
ルチメディア教材を活用した授業を熱心に行ったが，このような結果になった。来年度に向けて，
学生にとってより効果の上がる授業のやり方を英語担当者間で議論・検討していく必要があると
思われる。
5、　特別クラスの結果及び学生の声
　先ほど述べた通り，今年度は英語の特別クラス（学習会）を作り，Internet　Navigware（富
士通製）というネットワークを利用した英語学習ソフトを使って学生を指導した。TOEIC　Test
470点対策コースのレッスン学習（Lesson　l～：Lesson20）とパート学習（Part　l～Part　7）を
それぞれの学生の空き時間にやってもらい，全体の集まりの時に問題の解答・解説についてチェ
ックし，指導を行った。今年度のTOEIC　Bridgeの全体のテスト結果は僅かな上昇にとどまっ
たが，この特別クラスに参加した学生は，多くが全体の平均以上に成績を上げていたのでここで
報告する。また，筆者が実際に担当した英語クラスで，入学時に受けた英語力調査の問題を，全
く同じ条件で後期の終わりに再度受験してもらったので，その結果にも同時に触れることにする。
特別クラスに参加したすべての学生を網羅しているわけではないので，データとしては完全とは
言えないが，参考にはなるはずである。
　まず，1年生から見ていくことにする。Aさんは，入学時に行われた英語力調査（第1回目）
が72点，後期末の第2回目が70点であり，ほぼ現状維持であったが，TOEIC　Bridgeに関して
は，第1回目が114点，第2回目が120点であり，6点アップした。彼女は，「特別クラスでの英
語の学習は自分のペースで進められるのでよかった。TOEICも受けてみたくなったが，力不足
なことも分かったので，もっとしっかり勉強してからチャレンジしたい」と言っていた。とても
いい刺激になったようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語の授業におけるTOEICに対する取り組み　　77
　次に女子駅伝部で活躍中のBさんは，第1回目の英語力調査が86点，第2回目が92点であり，
かなりアップした。TOEIC　Bridgeでも，第1回目が！！6点，第2回目が122点であり，こちら
でも力の伸びが証明された。正規の授業も特別クラスも一生懸命に取り組んでいたので，よい結
果が残せてよかったと思う。彼女は女子駅伝部の練習と短大の授業とを見事に両立させている。
　Cさんも女子駅伝部であるが，TOEIC　Bridgeに関しては，第1回目が110点，第2回目が
106点と僅かに点数を下げてしまった。
　DさんもBさん同様に真面目な態度で取り組んでいた。第！回目の英語力調査が72点，第2回
目が86点であり，相当力をつけた。TOEIC　Bridgeも122点から128点へと順調な伸びを示した。
特に特別クラスのリーディング問題で多くの熟語を覚えることができてよかったと言っていた。
いつも目を輝かせながらパソコンに向かって英語の勉強をしていたので，更に実力がっくように
来年度も指導するつもりである。
　Eさんもリーディング問題がためになったと言っていたが，その通り，リーディングセクショ
ンの点数がかなり上がっていた。114点から122点と8点上がったが，すべてリーディングセクシ
ョンでの上昇であった。
　次に2年生を見ていく。Fさんは入学当初からある程度基礎力があり，特にリスニングセクシ
ョンを得意としていた。第！回目の英語力調査では80点を取り，卒業時には88点まで上昇した。
また，昨年10月分本学で行われたTOEICテストで645点を取り，全学でトップになることがで
きた。
　Gさんは入学時の英語力調査は56点であったが，卒業時には76点まで上昇した。自分の空いて
いる時間に好きなだけできるのは効率的だったようである。
　Hさんは入学当初より英語に非常に興味を持っていて，夏休み中にUCRのサマーセミナーに
参加して貴重な体験をした。英語力調査では70点と初めからある程度基礎力があり，卒業時には
84点まで伸びた。！年次に受験したTOEIC　Bridgeでは，第1回目が98点，第2回目が120点で
あり，順調に成績を伸ばした。特別クラスで毎回音声を聞けたこととCD－ROMで楽しく勉強で
きたことがよかったと蓄っていた。
　また，1年生の時は必修科目のプラクティカル・イングリッシュとカレント・イングリッシュ
があったが，2年生になって英語の勉強をする時間が減ってしまったので，このクラスで勉強で
きてよかった（1さん）とか，後期になって英語に接することがなくなったので参加できてよか
った（Jさん）という意見もあった。ほとんどの学生が，学校だけではなくて，自宅でもできれ
ばもっとよかったという意見を言っていたが，それは指導する側でも感じたことであった。
6。　おわりに
特別クラスに積極的に参加し，熱心に英語の勉強をしたいと思っているような意欲的な学生を
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伸ばすことはできたが，全体的なレベルアップという点については昨年度ほどの結果を残すこと
はできなかった。たとえどんなに基礎力のない学生でも毎時間音声を聞かせ，丁寧に解説をすれ
ばリスニングカは伸びるし，文法・語法を教え込み，それぞれのクラスのレベルに合った説明の
しかたをすればリーディングの点も上がるはずであるが，こちらが期待していたほどの成果はで
なかった。
　来年度も能力別クラス編成で授業を行い，TOEIC　Bridgeテス1・のスコアアップを目標のひ
とつにしてやっていく予定であるが，授業方法等についてもっと効果的なやり方はないか，残さ
れた時間の中で検討していきたいと思う。
